
２ 熱中症対策 

（１）熱中症予防対策

① 熱中症及びその対処法に関する知識を隊員間で共有する。

② 平素からこまめな水分摂取に配慮する。

③ 訓練時においても水分摂取ができるよう環境を整備するとともに、塩分の摂取にも配慮する。

④ 必要に応じて休息をとるなどして、風通しのよい涼しい場所で防火衣や保安帽の離脱を行い、防火

衣内等に蓄積された熱を外気に放出させ、身体を冷却する。 

⑤ 事前の体調管理を徹底し、体調不良の隊員は訓練への参加を控える。

（２）熱中症の分類と対処法

「訓練時における安全管理マニュアル【改訂版】」より抜粋 

第１部 総論 

第２章 訓練の進行及び指導 

第２節 訓練の指導 

２ 熱中症対策（１４ページ） 

※「訓練時における安全管理マニュアル【改訂版】」全文

https://internal.fdma.go.jp/hiyarihatto/juyo/h2803_safety_management_manual_in_training.pdf 

別添２ 

重症度 症  状 

めまい・立ちくらみ 

こむら返り・大量の汗 

頭痛・吐き気・体がだるい 

・体に力が入らない・

集中力や判断力の低下 

意識障害（呼びかけに対し

反応がおかしい・会話がお

かしいなど）・けいれん・

運動障害（普段通りに歩け

ないなど） 

対  処 

涼しい場所へ移動・安静・

水分補給 

涼しい場所へ移動・体を 

冷やす・安静・十分な 

水分と塩分の補給 

涼しい場所へ移動・安静・

体が熱ければ保冷剤など

で冷やす 

医療機関での受診 

症状が改善すれば 

受診の必要なし 

口から飲めない場合

や症状の改善が見ら

れない場合は受診が

必要 

直ちに受診が必要 




